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3.研 究概要

人工光利用型植物工場 において、省エネル ギーや収益性 向上 とい う観点か ら、今後LEDを

光源 とす るものが主流 になると予想 されている。 しか し、LED照 明では高成長 、高 品質 を達

成 できない植物が多 く、その原因究 明がLED照 明活用のために不可欠で ある。そ こで本研究

では、 シロイヌナズナをアブ ラナ科植物のモデル に用い、光受容体変異株や その多重変異株

お よび野生株 をLED照 明下お よび蛍光灯照明下で栽培 し、LED光 環境 が植 物の香気成分や器

官形態 などの種 々の農業形質発現に及 ぼす影響 について調べた。
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